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㈱
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
お
よ
び
㈱
グ
リ
ー

ン
パ
ワ
ー
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
が

特
別
目
的
会
社
（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）
で
あ

る
合
同
会
社
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
石

狩
を
通
じ
て
保
有
す
る
、
日
本
初

の
８
千
ｋ
Ｗ
大
型
風
車
を
採
用
し

た
国
内
最
大
規
模
の
商
用
洋
上
風

力
発
電
所
で
あ
る
「
石
狩
湾
新
港

洋
上
風
力
発
電
所
」
が
、
２
０
２

４
年
１
月
１
日
よ
り
商
業
運
転
を

開
始
い
た
し
ま
し
た
。

発
電
所
は
、
石
狩
湾
新
港
の
港

湾
区
域
の
一
部
（
約

５
０
０
㌶
）
洋
上
に

設
置
さ
れ
、
単
機
出

力
８
千
ｋ
Ｗ
の
Ｓ

Ｉ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｇ

Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｅ

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｂ
Ｌ
Ｅ

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｙ
製

風
力
発
電
機
を
14

基
設
置
さ
れ
、
総
出

力
は
11
万
２
千
ｋ

Ｗ
と
な
り
ま
す
。

発
電
さ
れ
た
電

力
は
、
発
電
所
の
特

徴
で
も
あ
る
18
万

ｋ
Ｗ
ｈ
の
蓄
電
池

容
量
を
持
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
変
電

所
を
経
由
し
、
北
海
道
電
力
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社
西
札
幌
変
電

所
を
経
て
同
社
へ
全
量
供
給
さ
れ

ま
す
。

ま
た
そ
の
ほ
か
に
も
、
丸
紅
１

０
０
％
子
会
社
の
丸
紅
ク
リ
ー
ン

パ
ワ
ー
㈱
と
大
成
建
設
㈱
が
出
資

す
る
、
石
狩
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
㈱
が
開
発
を
行
う
「
石
狩
地
域

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
」
の
建
設
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
昨
年
10
月
に

起
工
式
を
執
り
行
い
、
２
０
２
６

年
１
月
の
運
転
開
始
を
目
指
し
て

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

発
電
所
は
石
狩
市
新
港
中
央
２

丁
目
内
の
約
４
万
平
方
㍍
の
広
大

な
敷
地
内
に
、
道
央
地
区
を
中
心

と
し
た
地
域
の
未
利
用
間
伐
材
を

主
に
国
産
材
１
０
０
％
の
木
質

チ
ッ
プ
を
燃
料
と
し
て
使
用
し
、

発
電
出
力
９
９
５
０
ｋ
Ｗ
（
一
般

家
庭
約
２
万
５
０
０
０
世
帯
分

の
電
力
を
発
電
）
と
な
り
ま
す
。

同
社
で
は
、
石
狩
市
と
「
災
害
時

の
倒
木
等
の
受
け
入
れ
に
関
す

る
協
定
書
」
を
締
結
し
て
お
り
、

災
害
時
に
発
生
し
た
倒
木
や
流

木
等
を
石
狩
市
か
ら
の
要
請
に

基
づ
き
、
受
け
入
れ
、
保
管
お
よ

び
資
源
化
す
る
こ
と
で
、
倒
木
等

の
発
電
燃
料
な
ど
へ
の
再
利
活

用
、
な
ら
び
に
地
域
の
災
害
対
策

に
貢
献
し
て
い
く
と
の
こ
と
で

す
。地

域
内
に
は
既
に
、
昨
年
３
月

よ
り
営
業
運
転
を
開
始
し
た
石

狩
バ
イ
オ
エ
ナ
ジ
ー
⟹同
が
運
営

す
る
、「
石
狩
新
港
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
」
が
商
業
運
転
を
開
始
し

て
お
り
、
札
幌
圏
に
お
い
て
石
狩

湾
新
港
地
域
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
一
大
集
積
地
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
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当
地
域
内
の
協
同
組
合
と
自
治

会
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
石
狩

湾
新
港
企
業
団
地
連
絡
協
議
会

（
会
長

阿
部

仁
氏
）
の
第
36

回
新
年
交
流
会
が
１
月
23
日
、
４

年
ぶ
り
に
札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
で

通
常
開
催
さ
れ
、
講
演
会
・
交
流

会
併
せ
て
延
べ
１
８
０
名
を
超
え

る
立
地
企
業
の
方
々
や
官
公
庁
・

関
連
団
体
の
関
係
者
等
が
出
席
さ

れ
ま
し
た
。

交
流
会
の
開
催
に
先
立
ち
、
第

一
部
で
は
北
海
道
電
力
㈱
鈴
木
博

之
常
務
執
行
役
員
よ
り
「
ほ
く
で

ん
グ
ル
ー
プ

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
へ
の
挑
戦
」
と
題
し
、
北

海
道
内
に
お
け
る
ほ
く
で
ん
グ

ル
ー
プ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
の

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

に
向
け
た
取
組
や
今
後
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
、
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

第
二
部
の
交
流
会
で
は
阿
部
会

長
よ
り
、
こ
れ
ま
で
協
議
会
で
25

年
以
上
に
渡
り
実
施
し
て
き
た
清

掃
活
動
「
春
季
・
秋
季
ク
リ
ー
ン

作
戦
」
や
、
地
域
の
発
展
・
活
性

化
に
向
け
た
活
動
等
の
状
況
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
、
同
協
議
会
活

動
へ
の
引
き
続
き
の
理
解
・
協
力

の
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
を
代
表
し
て
、

伊
藤
雅
実
北
海
道
経
済
部
産
業
振

興
局
長
、
迫
俊
哉
小
樽
市
長
、
小

鷹
雅
晴
石
狩
副
市
長
か
ら
挨
拶
が

あ
り
、
立
地
企
業
間
や
行
政
・
金

融
機
関
な
ど
の
来
賓
関
係
者
と
の

懇
談
の
輪
が
幾
重
に
も
広
が
り
ま

し
た
。











































































▲商業運転を開始した石狩湾新港洋上風力発電所

▲建設中の石狩地域バイオマス発電所











































































































































▲第一部 講演会の様子

▲挨拶する阿部会長

▲石狩新港バイオマス発電所

令
和
５
年
度
の
石
狩
湾
新
港
地
域
内
で
は
、多
数
の
企
業
進
出
が
あ
り
、ま
た
、

洋
上
風
力
発
電
を
は
じ
め
と
し
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
や
大
型
施
設

の
操
業
等
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
内
へ
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
石
狩
市
で

は
、
新
た
な
軌
道
系
交
通
の
調
査
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
そ
れ
ら
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
石
狩
湾
新
港
地
域
で
は
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
◆
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㈱ジョイフル（本社：宮城県富谷市 代表取締役社長 佐藤 勝）は石
狩湾新港地域内の石狩市新港中央２丁目にて北海道工場の稼働を開始しま
した。
同社は大手自動車用品販売チェーンの㈱イエローハットのグループ企業
で、自動車用ケミカルの製造を行っており、そのほかにも多種多様なカー
用品の卸売りも行っています。
昨年 12 月本格稼働を開始した北海道工場は、6,600 平方㍍の敷地内に延
床面積 1,555 平方㍍、地上二階建ての工場で、主にウィンドウォッシャー
液やクーラント液、バッテリー液の製造を行っており、同社が取り扱う商
品は全道各地のイエローハット店舗及びホームセンター・ドラッグストア
等の量販店で販売されています。

石
狩
市
で
は
現
在
、
公
共
交
通

機
関
は
路
線
バ
ス
し
か
な
く
、
明

治
以
来
、
軌
道
系
交
通
施
設
の
構

想
を
有
し
て
い
た
も
の
の
、
事
業

の
採
算
性
や
財
政
負
担
な
ど
の
課

題
が
あ
り
、
案
が
浮
か
ん
で
は
消

え
て
を
繰
り
返
し
実
現
に
は
至
っ

て
い
な
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
石
狩
湾
新
港
地
域
に
お

け
る
路
線
バ
ス
が
令
和
６
年
３
月

末
で
廃
線
と
な
る
こ
と
が
決
定
し

た
こ
と
で
、
今
後
の
地
域
の
さ
ら

な
る
発
展
に
は
、
今
ま
で
以
上
に

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

今
後
、石
狩
市
内
外
か
ら
の
通

勤
者
や
、商
業
エ
リ
ア
の
開
発
に
伴

う
、札
幌
圏
か
ら
の
人
流
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
中
、石
狩
市
特
有

の
課
題
(交
通
渋
滞
や
積
雪
に
よ
る

道
路
狭
窄
)な
ど
を
気
に
せ
ず
に
行

き
来
出
来
る
様
に
な
る
こ
と
が
住

民
や
地
域
内
で
働
く
従
業
者
の
た

め
に
必
要
で
あ
り
、今
後
石
狩
湾

新
港
地
域
が
さ
ら
な
る
発
展
を
す

る
き
っ
か
け
に
な
る
と
言
え
ま
す
。

本
調
査
で
は
令
和
５
年
７
月
か

ら
令
和
６
年
２
月
末
ま
で
の
期
間

で
導
入
可
能
性
調
査
を
行
っ
て
お

り
、「
積
雪
期
の
安
定
的
な
交
通

モ
ー
ド
の
検
討
」「
ル
ー
ト
選
定
」

「
事
業
採
算
性
」「
財
政
負
担
」「
官

民
連
携
の
在
り
方
」
な
ど
の
調
査

研
究
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
や
脱
炭
素
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
な
ど
将
来
に
向
け
た
検
討

を
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
調
査
研
究
事
業
の
結
果

が
、
石
狩
湾
新
港
地
域
の
発
展
に

寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
願

う
と
同
時
に
石
狩
湾
新
港
地
域
の

企
業
と
の
連
携
も
期
待
し
て
、
今

後
の
動
向
に
も
注
目
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

日本ホイスト㈱（本社：広島県福山市 代表取締役社長 村上 正士）
は石狩湾新港地域内の小樽市銭函４丁目にて北海道工場兼札幌営業所が昨
年 10 月末に竣工しました。
同社はクレーン一式販売を主体とした、製造、販売、施工、保守を一貫し
て行う、クレーン、ホイスト（※）の業界トップメーカーであり、国内外に
拠点を有するグローバル企業です。
同社は、札幌市東区にて札幌営業所を開設しておりましたが、道内で同
社のクレーンに対する需要が年々高まっている状況から銭函４丁目に北海
道工場を新設し、併せて札幌営業所も同地へ移転しました。
同社の取り扱うクレーンは、多種多様な工場で使用され、重量物の移動
等で作業の省力化・省人化に寄与しています。
※ホイスト：重い荷物を持ち上げて運搬するために用いられる巻き上げ式のマテハン

機械のこと

▲稼働を開始した北海道工場

◆ 企 業 紹 介 ◆

TEL 0133-75-6040

 


TEL 0133-60-2720

▲北海道工場兼札幌営業所

▲軌道系交通施設イメージ

▲想定ルート図

ア
ジ
ア
最
大
級
の
物
流
・
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
に
関
す
る
展
示
会

「
国
際
物
流
総
合
展
２
０
２
３
」

（
開
催
期
間
２
０
２
３
年
９
月
13

日
～
15
日
／
会
場

東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
）
及
び
食
品
分
野
の
研

究
・
開
発
、
品
質
保
証
、
製
造
技

術
者
向
け
の
専
門
展
示
会
を

テ
ー
マ
に
し
た
国
内
唯
一
の
展

示
会
「
食
品
開
発
展
２
０
２
３
」

（
開
催
期
間
２
０
２
３
年
10
月
４

日
～
６
日
／
会
場

東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
）
が
開
催
さ
れ
、
北
海

道
・
小
樽
市
・
石
狩
市
・
石
狩
湾

新
港
管
理
組
合
・
石
狩
開
発
㈱
の

五
者
で
構
成
す
る
「
札
幌
臨
海
小

樽
・
石
狩
地
域
産
業
活
性
化
協
議

会
」
の
２
０
２
３
年
度
事
業
と
し

て
出
展
し
ま
し
た
。

第
３
回
目
の
開
催
と
な
る
国

際
物
流
総
合
展
２
０
２
３
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
キ
ス
ポ
は
、「
知

恵
と
技
術
を
集
結
し
、
２
０
２
４

年
問
題
を
解
決
す
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
最
新
の
物
流
シ
ス
テ
ム
機
器

や
情
報
シ
ス
テ
ム
、
サ
ー
ビ
ス
等

の
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
が
集
結
す

る
展
示
会
で
、
国
内
外
の
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
関
係
が
一
堂
に
会
し
、

活
発
な
技
術
交
流
、
ビ
ジ
ネ
ス
交

流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
地
域

の
ブ
ー
ス
で
は
札
幌
圏
の
物
流

拠
点
で
あ
る
石
狩
湾
新
港
地
域

の
優
位
性
等
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を

行
い
、
多
数
の
来
場
者
が
訪
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
今
回
で
第
34
回
目
の
開

催
と
な
る
食
品
開
発
展
２
０
２

３
は
「
食
品
の
健
康
機
能
と
食
品

の
美
味
し
さ
、
品
質
・
安
全
性
の

探
求
」
を
テ
ー
マ
に
、
様
々
な
技

術
が
集
ま
る
場
と
し
て
国
内
外

に
情
報
を
発
信
す
る
展
示
会
で
、

食
品
製
造
業
・
卸
売
業
・
小
売
業

の
担
当
者
等
が
多
数
訪
れ
、
札
幌

圏
の
食
品
に
か
か
わ
る
物
流
拠

点
の
集
積
と
当
地
域
が
持
つ
優

位
性
を
Ｐ
Ｒ
す
る
当
ブ
ー
ス
へ

多
数
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

今
後
も
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
石
狩
湾
新
港
地
域
の
魅

力
を
全
国
・
世
界
に
対
し
て
発
信

し
て
い
き
ま
す
。

 


▲国際物流総合展

▲食品開発展


